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１．研究計画の概要 

日本の輸入水産物需要を支えているのは
主にアジア諸国であり、水産物輸入の約半分
はアジア諸国の水産資源に依存している。中
でも、東南アジアからの輸入量は一貫して増
加傾向にあり、日本への輸出インセンティブ
が東南アジア地域における水産資源の乱獲
を招いているとも指摘されている。 

本研究は、水産物輸出の増大と資源管理の
関係を解明し、水産物貿易が持続的に行える
ようにするために必要とされる政策・制度に
ついて検討を行うことを目的としている。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)国内水物価格の形成メカニズム 

輸入比率の高い主要輸入水産物 7 品目のパ

ネルデータを用いて、国内水産物の価格形成

関数の分析を行った。第一に，短期の価格形

成は主に水揚量に規定され、国内での需給バ

ランスが短期の価格形成において重要な役割

を果たしていることが分かった。第二に，長

期的な価格形成には輸入価格の影響が強く反

映され、水産物貿易のグローバル化に伴い，

国内価格も輸入価格を通じて国際的な需給バ

ランスの影響を受けていることが明らかにな

った。 

 

(2)マグロ国際市場の市場構造と価格支配力 

資源の減少が危惧されているマグロを対
象に、主要輸出国の価格支配力の程度を逆需
要関数から推計した。推計結果から価格支配
力は近年増加傾向にあることが明らかにな
った。資源の減少によって価格交渉力は輸入
国から輸出国に移っている可能性を示唆し
ている。輸出国の価格支配力に存在よって、
国際的な資源管理へのインセンティブが損

なわれていることを論じた。 

 

(3)インドネシアのマグロ漁業における輸出
インセンティブと資源管理の関係 

インドネシアから日本に輸出されているマ

グロ類の貿易統計から、長期供給関数を計測

した。日本への輸出向け需要の拡大に伴い、

輸出価格は2000年まで上昇している。しかし

ながら、2000年以降、輸出量が減少する中、

輸出価格は依然として上昇傾向を示している

。長期供給関数の形状が後方屈曲となってお

り、インドネシア周辺のマグロ類資源の減少

によって限界費用が上昇し、輸出価格の上昇

を引き起こしている可能性を示唆した。 
 

３．現在までの達成度 

統計データに基づく計量経済分析と現地
調査による実態調査を並行して行ってきた。
現地の漁港における調査では、市場データを
入手するように努めてきたが、データが整備
されていないケースが多かった。そのため、
比較的データの信憑性が高い貿易データを
用いて計量経済分析を行ってきた。 

国際学会での研究報告や論文等、一定の成
果を収めることができたが、市場データと資
源管理の関係を実証するデータがなく、今後
の研究課題としたい。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 昨年度、現地の漁港調査で入試したデータ
には、漁獲物の体長，体重測定等の資源管理
に関わるものが含まれている。これらのデー
タを精査し、市場データと資源管理の関係を
実証するデータとなりうるか検討する。 

 また、貧困や失業など漁村における社会経
済問題と資源管理の関係も探究していく。 
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